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デスクマットの使用に伴う重大製品事故について（第５報） 

 

 

標記については、第１報から第４報をそれぞれ、６月１日、６月７日、６月１５日、６

月２２日に発表したところですが、今般、別紙のとおり、消費生活用製品安全法第３５

条第３項の規定※に基づき、同じ製品の使用に伴う新たな重大製品事故の発生事例

について、経済産業省から通知がありました。 

前報でお知らせしたとおり、既に製造元では対象製品の製造・出荷を停止し、事実

関係を公表の上、昨年１０月から製品の回収等を行っていますが、これまで報告され

た重大製品事故の発生事例の中には、直近、特に今年になって発生した事例や接触

部位が赤く腫れるような重篤な事例が含まれています。 

当該製品はまだ多くの方によって使用されていると考えられることから、当室として

は、今後のかかる事故の拡大を防止するため、事業者に対し、不特定多数の使用者

への注意喚起と当該製品の回収等を強化するよう指導しました。また、都道府県等

にも情報を提供し、改めて消費者への周知・注意喚起について協力を要請しました。 

 

 

 

 

 

 

※ 平成１９年５月１４日に改正法が施行され、消費生活用製品の使用に伴う重大製

品事故について事業者から経済産業省への報告が開始されました。報告された重大

製品事故のうち、製品に使用されている化学物質が事故原因と考えられるものにつ

いては、厚生労働省医薬食品局化学物質安全対策室に通知されます。当室では、今

後も経済産業省から重大製品事故報告の通知がある場合に、危険の回避に必要な

事項等について適宜情報提供を行っていくことにしています。 


